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２．ＤＥＡ（Data Envelopment Analysis: 包絡分析法） 【動画】 

2.1 DEAとは 

 通常、事業体（企業など）の生産や経営の効率は「産出÷投入」の形で考えられます。し

かし、産出や投入に何を取るべきなのかはあいまいですし、だからといってそれぞれ複数の

項目を取ったとしても、どの項目に重点を置くべきか疑問が残ります。つまり効率というも

のにはあいまいさが残り、分析者の好みが表れてきます。 

 ＤＥＡ（包絡分析法）は各事業体の得意な項目に重点を置いて効率を計るようにした手法

で、なるべく利用者の好みやあいまいさが残らないように考えられた方法です。以下の例を

見て下さい。 

 

例 投入：従業員数，売場面積 産出：売上 として店舗の効率性を調べる。(DEA1.txt) 

 

店舗 A B C D E F G H I 

従業員数 20 42 20 26 20 15 45 55 42 

売場面積 300 360 50 260 800 120 600 500 350 

売上 20 24 10 26 40 12 30 40 28 

 

これは店舗の効率性を、従業員数と売り場面積を投入に、売上を算出にして調べようとい

うものです。店舗によって、従業員数で効率化を進めている場合と売り場面積で効率化を進

めている場合があるとします。 

 

比較の方法 

今、売場面積÷売上と従業員数÷売上というデータを作ります。そのデータを店舗ごとに

プロットしたのが以下の散布図です。 
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図 1 店舗のプロット 

このグラフで、どのような店舗（点）が効率的なのでしょうか。一般に、売上が大きく、

売場面積や従業員数が小さい方が効率的と考えます。即ちこの図では、店舗が原点に近いほ

ど効率的です。また、店舗の位置によって、何を努力しているのかも分かります。 

https://youtu.be/Z0QgK-6gAX0
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次に、原点に近い店舗を結んで図のように線を引いてみます。線から店舗が原点側にはみ

出さないようにします。端は y 軸に平行、x 軸に平行になるようにしてみます。この線のこ

とを効率的フロンティアと呼びます。即ち、この線の上に並ぶ店舗が、最も効率的な店舗を

表していると考え、この店舗に効率 1 を与えます。その他の店舗の効率は、原点とその店舗

を結ぶ線が効率的フロンティアと交わる点を使って表します。例えば店舗 A では、OP/OA

が効率値です。このような測り方だと、店舗が違えば、効率的フロンティアのどの部分と交

わるかが変わりますので、この方法は店舗の良いところを考慮して効率を測定しているこ

とになります。 

このような考えで効率性を求める分析法を DEAといいます。詳細な理論は省略しますが、

ここでは前章で習った線形計画法が使われています。では実際にこの分析をやってみまし

ょう。 

まず、このデータを開いておきましょう。エディタのメニュー［ファイル－開く］で

Samples の中の DEA1.txt を図のように開いて下さい。 

 

図 2 データ（DEA1.txt） 

分析実行画面はメニュー［分析－OR－DEA］を選択すると、以下のように表示されます。 

 

図 3 分析実行画面 

まず「変数選択」で、入力変数、出力変数の順に指定します。ここでは順番に、従業員数、

売り場面積、売上とします。次に「入力変数の個数」のテキストボックスに、この場合の 2

を（半角で）入力します。「実行」ボタンをクリックしてみましょう。以下のような結果が

表示されます。 
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図 4 分析結果 

ここで、各店舗名に続いて、右側に効率値、優位集合の店舗名が書いてあります。優位集合

とは、効率を測定している店舗に類似した効率的フロンティア上の店舗のことです。図 1 の

店舗 A では、D と E が優位集合です。 

優位集合の名前の右に数字が書いてありますが、これはどの程度優位集合に近いかを表

す数字で、大きいほど近いと考えます。以上の結果をまとめると以下になります。 

 

解答（有意集合の数値は近さを表す値） 

 効率値 優位集合 

A 0.857 D(0.549), E(0.143) 

B 0.632 C(0.253), D(0.826) 

C 1.000 C(1.000) 

D 1.000 D(1.000) 

E 1.000 E(1.000) 

F 0.923 C(0.185), D(0.391) 

G 0.600 D(0.923), E(0.150) 

H 0.774 C(0.258), D(1.439) 

I 0.750 C(0.350), D(0.942) 

 

問題１ 

Samples¥DEA2.txt はあるグループの店舗についてのデータである。入力を従業員数と売場

面積、出力を売上と会員数として（CCR モデル）で各店舗の効率性を調べ、それらの効率

値とその優位集合（名前のみ）を求めよ。 

店舗 A B C D E F G H 

従業員数 20 42 20 26 20 15 45 55 

売場面積 300 360 50 260 800 120 600 500 

売上 20 24 10 26 40 12 30 40 

会員数 522 734 340 433 525 350 826 913 

解答 

 効率値 優位集合 

A   

B   

C   

D   

E   
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F   

G   

H   

 

問題２ 

Samples¥DEA3.txt は東京都各区の図書館のデータである。このデータを用いて、入力を蔵書

数（千冊）と職員数（人）、出力を登録者数（人）と貸出冊数（千冊）として各図書館の効

率を DEA を用いて検討し、いくつかの図書館について効率値と優位集合（名前のみ）答え

よ。 

 効率値 優位集合 

千代田   

中央   

台東   

荒川   

港   

文京   

墨田   

渋谷   

 

問題１解答 

 効率値 優位集合 

A 1.000 A(1.000) 

B 0.742 A(0.127), F(1.907) 

C 1.000 C(1.000) 

D 1.000 D(1.000) 

E 0.933 A(1.400) 

F 1.000 F(1.000) 

G 0.721 A(1.237), F(0.515) 

H 0.813 A(0.063), D(0.768), F(1.565) 

 

問題２解答 

 効率値 優位集合 

千代田 0.226 世田谷(0.029) 

中央 0.638 世田谷(0.095) 

台東 0.540 世田谷(0.132) 

荒川 0.593 世田谷(0.207) 

港 0.911 板橋(0.256), 世田谷(0.162) 

文京 0.745 世田谷(0.351) 

墨田 0.650 杉並(0.170), 世田谷(0.162) 

渋谷 0.539 板橋(0.322) 

 


